
 

会を開催し、役員、代議員６０人の参加のもとに、提案された 2013 年度決算、

2014 年度予算及び活動方針が、それそれ可決・承認されました 

 
 

 

 

 

 
上越高齢協は、９月２２日、１５時３０分より直江津レインボ―セ 
ンターにおいて第２２回定期総会を開催しました。笹岡新会長は 

【村山会長に代わって５月から会長代行を担ってきました。年々活動も 

活発になってきて、これまでニュースも５回発行し、学習会も２回開催 

し、多くの会員に高齢協運動が知られるようになってきました。上越市 

議選においては、連合推薦候補４人、更に参議院選挙においては『森ゆ 

う子』氏を当選させました。戦争のない、福祉国家を目指さなければな 

りません。今日の総会で高齢協から「退職者連合」になります。総会終 

了号のマジックも楽しんでほしいし、親睦会で会員同志の親睦をふかめ 

てほしい】の挨拶を受けました。 

 総会終了後は、アトラクションとして上越マジシャンクラブ会長の高嶺 

様より華麗なるマジックを披露していただきました。 

今次総会の特徴は 
１、 会の名称変更です。「連合上越地域協議会」から「上越地域退職者連合」 

名称変更しました。尚、県高齢協は７月の総会で連合新潟退職者連合に 

変更されました。 

２、 役員体制です。従来の３役体制を４役体制になりました。 

出席頂いたご来賓は以下の方々です 

早川県退職者連合会長様。労金直江津江端支店長様。 

村山総合生協上越支店長様。早川連合上越事務局長様 

２０１６年度幹事体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役  職 氏 名 出身労組 役  職 氏  名 出身労組 

会  長 笹岡慎一 日本ステンレス労組 幹  事 深沢勝美 全日通労組高田 

副会長 金勝和久 ＮＴＴ労組 幹  事 堀川繁治 日曹二本木労組 

事務局長 山崎泰一 市職労 幹  事 白澤隆久 全農林上越支部 

事務局次長 武田 滋 ＪＲ東労組 幹  事 松浦信夫 県職労東頸支部 

幹  事 小池 洋 新教祖 幹  事 太田吉昭 理研製鋼柿崎支部

幹  事 小山正明 高教組 幹  事 小林正男 大島農機労組 

幹  事 古川政繁 ＪＰ労組高田支部 会計監査 大野敏夫 有沢製作所労組 

幹  事 長谷川茂 ＪＰ労組上越支部 会計監査 秋山主一 全農林高田支部 

★発 行 201６年 1１月 25 日
★発行人 会長 笹岡慎一 

★事務局 上越市西本町 1-1-38 
（総合生協会館内―連合上越内） 
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連合推薦議員との「意見交換会」開催 
高齢者・退職者の暮らしの環境をいかに守っていくのか 

 

退職者連合幹事会は（この時点は高齢協）８月２４日、約２時間にわたり連合推薦４

名を含む５名の市会議員（栗田、牧田、田中、小竹、小林）との意見交換を行いました。 

意見交換の目的は 

上越地域における高齢者・退職者の暮らしの環境づくりの為、連合推薦市会議員との

連携を深め問題解決に向けて話し合いを進めていこうというものです。 
初めての試みということもあり、特に課題も決めず、最初は戸惑いもありましたが、様々

な意見、質問が出され認識の一致も若干できました。今後は定期的も含め様々な課題に向

けて意見交換を行うことを確認しました。 

  

 

地域包括ケアシステムとは 
時期は団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途にし 

目標は重度な介護状態となっても、住み慣れた自分らしい暮らしを人生の最後まで続け

ることができるように。 

手段としては、医療、介護、予防、住まい、生活支援が包括的に確保される体制のこと

  
 
しかし、様々な問題が生み出されています。例えば①住み慣れた地域とは在宅を意味

するのか、地域にある「施設」も含むのか。②入所申し込者＝入所必要者ではない。③

２０２５年の病床数を新潟県において２割削減する、等々。このような問題を解決する

ために、これからも意見交換をしていきます。 

５名の市会議員 
退職者連合３役 



より永く自立して生きるために 
「要介護にならないため」の・・第３回学習会 
 

１０月２４日、１４時～上越市民プラザ第１会議室において介護保険事業を現場で担

う上越市社会福祉協議会の職員を講師（参事・吉崎譲様、社会福祉士ケアマネージャー・

竹田善人様）に会員、家族６２名が参加して学習会を開催しました。 

山崎事務局長の司会で始まり、主催者を代表して、笹岡会長は「通算３回目の学習会

を開催することができました。吉崎、竹田両氏から講演をいただきます。学習会が有意

義に終了するよう皆さんのご協力をお願いします。」の挨拶を受けて進められました。 

 
講師からは、 
『介護予防のため、「集団に交わり、体と頭を使う 
こと」の大切さが強調されました。また将来、生 
活に心身の不便を感じたら、地域包括支援センタ 
ーに相談するよう勧められました。心配事や、悩 
みごとを一人で抱え込まず、身近な人に相談、で 
きないときは地域包括センターを利用しましょう。 
』と強く訴えられました。 
講演終了後、３名の方から質問を受けました。最後に金勝副会長の閉会のあいさつで終

了しました。 

アンケートに寄せられた意見、要望、感想 

 

学習会終了後、参加者からアンケートを取らせていただきました。６２名中５９名の

方から回答していただきました。学習会に対する評価は８５％の方から評価をいただき

ました。尚、その中で３人の方のご意見を載せさせていただきました。 
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上越退職者連合は「新潟県労働者福祉協議会」の会員です。 

仕事や暮らしのこと、解からないこと、困った時には いつでもご相談 
お問い合わせください!     連合上越０２５－５４４――０５５０ 

 

 

  

したがって 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆上越地域退職者連合 加盟団体

★会 長  内田義昭  他幹事４名  
★会員数  ９８名 
★結 成  昭和 5０年２月 
 
【主な活動】 
 
◎ 総会兼懇親会（１泊２日）  
、 
◎幹事会（年３～４回） 
 
◎日曹労組・中郷勤労連合同新春旗開きに参加

 
◎日曹労組・定年退職者送別会に参加（年２回）
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新潟県高校退職者の会上越支部 

日曹二本木高齢者協議会 

◆支部長 浅野寿一（役員は幹事除４役９人） 

◆会員数 １９６名（２０１６年１０月現在） 

◆結 成 １９８２年５月 

◎支部総会と事務局会議１０回（４役）幹事会 

（平成７年に高田支部と直江津支部合併） 

 

【主な活動】 

○支部便り（年２回）新高退通信（年４回）手配

り 

○学習会（９月）地域探訪（１０月） 

○現職との交流「教育問題懇談会」 

○忘年会、懇親会（総会終了後） 

○同好会（カラオケ、囲碁、ハイキング、古文書）
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